
会
　
　
告

　
平
成
七
年
度
史
学
研
究
会
大
会
お
よ

び
総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月
二
日

（
木
）
午
後
一
時
よ
り
京
大
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
開
講
演
は
小
谷
仲
男
、
朝
尾
直
弘

の
両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
な
わ

れ
、
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
に
関
す
る
最
近
の

発
掘
成
果

　
　
　
　
　
　
　
小
谷
仲
男
氏

一
上
級
武
士
の
十
七
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
朝
尾
直
弘
氏

　
な
お
、
大
会
と
総
会
に
先
立
っ
て
開

催
さ
れ
た
秋
期
定
例
の
理
事
評
議
員
会

に
お
い
て
、
平
成
七
年
度
会
務
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
七
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

ガ
ン
ダ
ー
ラ
美
術
に
関
す
る

最
近
の
発
掘
成
果

　
　
ー
カ
ニ
シ
ュ
カ
紀
元
八
五
年

　
　
　
　
　
　
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
刻
文
－
…

小
　
谷
　
仲
　
男

　
私
は
｝
九
八
四
、
八
六
、
八
九
年
の
三
シ
ー
ズ

ン
に
わ
た
っ
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
で
ガ
ン
ダ
ー

ラ
仏
教
寺
院
肚
ラ
ー
ニ
ガ
ー
ト
の
発
掘
調
査
に
従

事
し
た
。
ラ
ー
ニ
ガ
ー
ト
（
閑
倒
三
σ
Q
鋒
）
と
は
、
現

地
名
で
「
女
王
の
岩
」
を
意
味
し
、
遺
跡
の
存
在

す
る
山
の
尾
根
に
大
き
な
自
然
の
立
石
が
そ
び
え

て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
臼
歯
に
は
神
が
天
か

ら
降
り
て
く
る
岩
倉
つ
ま
り
神
座
の
信
仰
が
あ
る

が
、
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
神
聖
視
さ
れ
た
土
地

に
仏
教
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
お

も
わ
れ
る
。
西
暦
四
〇
一
年
に
中
国
の
巡
礼
僧
、

京
島
が
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
訪
れ
、
摩
天
天
羅
精
舎
と

い
う
寺
院
で
三
年
間
習
禅
の
修
行
を
し
て
い
る
が

（『

o
＝
二
戸
記
念
』
、
『
梁
高
僧
伝
』
）
、
ラ
ー
ニ
ガ

ー
ト
が
そ
の
寺
院
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
今

回
紹
介
す
る
の
は
、
私
た
ち
が
ラ
ー
ニ
ガ
ー
ト
遺

ヲ奔2・・効碑陀フ野才フ∫ン旗u琳ラ

t2）？VXJ3」］／／73qG一

（2）85年刻文（1993年出土）（1）ヴァースデーヴァ王名刻文（1984年出土）
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跡
か
ら
発
掘
し
た
二
片
の
零
丁
シ
ェ
テ
ィ
刻
文
で

あ
る
。

　
一
、
八
五
年
刻
文
　
　
こ
の
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
窮

鼠
の
存
在
は
一
九
九
三
年
の
追
加
調
査
の
さ
い
に

は
じ
め
て
確
認
さ
れ
た
も
の
で
、
発
掘
調
査
報
告

書
『
ラ
ニ
ガ
ト
ー
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
教
遺
跡
の
総
合

調
査
1
』
第
二
冊
図
版
編
（
京
都
大
学
学
術
出
版

会
一
九
九
四
年
）
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
。
長
さ

三
〇
㎝
、
高
さ
一
〇
㎝
程
度
の
角
形
石
材
で
あ
る
。

文
字
が
残
存
す
る
平
滑
面
は
現
状
で
高
さ
六
㎝
、

幅
二
四
㎝
（
挿
図
参
照
）
。
文
章
の
始
ま
り
に
当

た
る
石
材
右
部
分
が
大
き
く
破
損
し
、
左
端
は
完

存
し
て
い
る
。
し
か
し
斜
文
は
別
石
に
続
く
可
能

挫
が
あ
る
。
…
：
・
α
げ
畔
財
Φ
。
。
ρ
蝕
二
尊
Φ
卜
δ
O
b
o
O
ト
っ
O

b。

n
蒔
H
ヨ
ρ
げ
9
…
…
と
判
読
す
る
。
最
初
の
二
字

…
…
α
げ
涛
げ
。
は
粗
い
字
体
で
記
さ
れ
、
自
信
の

あ
る
判
読
で
は
な
い
。
つ
ぎ
の
。
。
ρ
3
鈴
器
は
年

を
意
味
す
る
器
遅
く
ρ
諒
霞
Φ
に
相
当
す
る
も
の

と
し
て
解
釈
し
た
。
。
。
切
と
い
う
数
字
は
カ
ニ
シ
ュ

カ
紀
元
の
八
五
年
に
違
い
な
く
、
カ
ニ
シ
ュ
カ
王

の
即
位
元
年
を
西
暦
一
四
四
年
と
し
て
計
即
す
れ

ば
、
二
二
八
年
に
あ
た
る
。
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ

王
治
世
（
》
・
O
・
卜
δ
O
し
。
－
b
。
自
）
の
二
六
年
目
で
あ
る
。

以
上
の
解
読
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
が
ラ
ー

ニ
ガ
ー
ト
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
唯
一
の
貴
重
な
紀

年
刻
文
と
な
る
。

　
こ
の
八
五
年
衣
文
は
石
材
の
形
式
、
刻
文
の
ス
．

タ
イ
ル
か
ら
判
断
し
て
、
一
九
八
四
年
出
土
の
ヴ

ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
罪
名
を
刻
卒
す
る
権
石
（
『
図

版
編
』
コ
」
り
ω
－
に
）
、
お
よ
び
一
九
八
六
年
出
土

の
刻
文
胃
石
（
『
図
版
編
』
勺
一
」
O
？
㎝
）
と
類
似
し
、

み
な
連
続
す
る
一
組
の
論
文
石
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
。

　
二
、
　
一
九
入
四
年
出
土
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
王

立
文
　
　
主
塔
（
o
Q
仲
・
囲
O
同
）
の
南
側
で
表
薗
採
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
緑
泥
片
岩
（
ω
〇
三
。
。
叶
）
の

一
種
と
お
も
え
る
が
、
や
や
赤
み
を
お
び
た
粗
い

石
質
で
あ
る
。
高
さ
一
〇
㎝
、
残
存
幅
五
三
㎝
、

奥
行
一
四
㎝
の
石
材
で
、
一
面
を
磨
き
、
山
国
シ

ュ
テ
ィ
文
字
を
一
行
に
刻
す
る
。
右
端
に
刻
文
の

始
ま
り
が
存
在
し
、
左
端
二
五
字
目
で
石
が
切
断

さ
れ
て
い
る
。
明
文
は
力
強
く
、
明
確
に
か
か
れ

る
が
、
書
体
は
や
や
走
行
体
（
O
β
巴
ω
一
く
Φ
　
｛
O
頃
d
P
）

の
傾
向
を
も
つ
。
次
の
よ
う
に
解
読
し
た
。

　
＜
霧
自
α
①
く
ρ
旨
ρ
げ
鴛
a
p
鳥
㊦
〈
斜
や
葺
峯
醸
診

　
騨
σ
q
玩
び
ゲ
ρ
σ
q
ρ
も
母
魯
㊤
3
毎
日
㊤
げ
p
び
げ
曰
く
ρ
〔
ぎ
〕

　
（
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
大
王
天
子
に
至
福

　
　
が
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
！
）

　
〈
霧
乱
⑦
く
㊤
と
読
ん
だ
最
初
の
文
字
は
く
㊤
と

読
む
よ
り
は
、
H
9
あ
る
い
は
げ
p
の
字
形
に
近

い
が
、
そ
の
次
に
く
る
称
号
か
ら
ク
シ
ャ
ン
王
ヴ

ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
の
名
に
ち
が
い
な
い
。
ヴ
ァ
ー
’

ス
デ
ー
ヴ
ァ
王
貨
幣
に
は
ギ
リ
シ
ア
文
字
で
び
甲

N
o
α
Φ
o
と
記
す
の
で
、
げ
舘
鼠
①
〈
ゆ
と
綴
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
刻
文
に
ヴ
ァ
ー

ス
デ
ー
ヴ
ァ
の
王
名
が
知
ら
れ
る
の
は
こ
れ
が
は

じ
め
て
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
復
元
作
業
に
、
さ
ら
に
ラ
ー
ニ

ガ
ー
ト
遺
跡
の
発
掘
か
ら
得
ら
れ
た
観
察
を
加
え

て
推
論
を
続
け
て
み
よ
う
。
ラ
ー
ニ
ガ
ー
ト
寺
院

は
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
治
世
中
あ
る
い
は
そ
の
少

し
以
前
に
、
そ
の
講
堂
（
搾
Q
。
b
o
目
）
や
中
央
街
路

（oD

ﾀ
8
什
）
に
痕
跡
を
と
ど
め
る
よ
う
な
大
火
災
に

み
ま
わ
れ
、
大
き
な
損
害
を
受
け
た
。
復
旧
作
業

と
し
て
東
地
区
ω
鉾
ざ
H
の
南
側
の
谷
間
を
埋
め

立
て
、
そ
の
平
地
に
Q
o
け
．
旨
押
ω
忌
日
紹
な
ど
の

小
仏
塔
を
建
造
し
、
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
国
王
の

至
福
を
願
う
一
連
の
力
霧
シ
ュ
テ
ィ
刻
文
石
を
は

め
こ
ん
だ
。
東
地
区
主
塔
ω
け
」
O
H
も
増
勢
さ
れ
、

回
廊
は
新
た
に
敷
石
が
し
か
れ
た
。
そ
の
敷
石
表

面
に
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
貨
幣
多
数
を
嵌
入
し
、

奉
納
し
た
。
ラ
ー
ニ
ガ
ー
ト
寺
院
の
復
旧
工
事
が

ほ
ぼ
完
成
し
た
の
が
カ
ニ
シ
ュ
紀
元
八
五
年
（
鋭

∪
．
卜
。
鱒
G
。
）
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
中
国
側
の
記
録
『
三

国
志
』
巻
三
（
魏
書
、
明
帝
紀
）
太
和
三
年
十
二
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宇
多
卯
（
西
暦
二
三
〇
年
一
月
二
五
日
）
の
条
に

は
、
「
大
月
氏
王
波
調
南
至
奉
献
。
以
調
二
親
魏

大
月
氏
王
。
　
（
ク
シ
ャ
ン
国
王
の
ヴ
ァ
ー
ス
デ
…

ヴ
ァ
〔
＜
習
ロ
畠
。
〈
ρ
波
調
〕
が
使
者
を
派
遣
し
、

貢
物
を
献
上
し
た
の
で
、
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
を

親
魏
大
月
王
に
任
じ
た
）
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

ラ
ー
ニ
ガ
ー
ト
刻
文
の
西
暦
ニ
ニ
八
年
は
ち
ょ
う

ど
中
国
へ
の
使
者
が
出
発
す
る
か
、
そ
の
直
前
の

年
で
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
使
者
の
中
国
派
遣
と

ラ
！
ニ
ガ
ー
ト
寺
院
の
復
旧
と
は
直
接
に
結
び
つ

く
も
の
で
は
な
い
が
、
不
明
な
ク
シ
ャ
ン
王
朝
の

歴
史
の
一
コ
マ
を
垣
間
見
る
お
も
い
が
す
る
。

一
上
級
武
士
の
十
七
世
紀

朝
　
尾
　
直
　
弘

　
日
本
の
十
七
世
紀
は
、
戦
国
か
ら
平
和
へ
の
転

換
が
進
行
し
た
蒔
代
で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、

「
芙
下
泰
平
」
の
時
代
に
入
る
。
し
か
し
、
こ
の

時
代
の
と
ら
え
方
は
ま
だ
古
い
枠
組
み
か
ら
抜
け

出
し
て
い
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
側
面
か
ら
再
考
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
人
の
上
級
武
土

の
生
活
を
検
討
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
従
来
の
一

面
的
・
類
型
的
な
武
士
の
性
格
や
役
割
を
考
え
直

し
て
み
た
い
。

　
生
駒
利
勝
は
、
織
田
信
長
の
側
室
と
し
て
唯
一

織
田
家
の
血
筋
を
伝
え
た
女
性
を
生
ん
だ
家
柄
の

嫡
流
で
、
尾
張
徳
川
家
に
仕
え
、
継
嗣
の
御
迎
役

と
し
て
三
千
石
を
知
行
し
た
武
士
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
は
特
殊
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
領
を
安
堵

さ
れ
、
そ
の
分
独
自
な
収
入
が
あ
っ
た
。
問
題
は

こ
の
収
入
を
い
か
に
運
用
し
た
か
で
あ
り
、
在
国

中
は
自
領
や
周
辺
村
落
に
墨
銀
を
貸
し
付
け
、
中

間
な
ど
の
傭
い
賃
を
捻
出
し
て
い
た
。
利
率
は
年

利
一
五
％
程
度
で
春
に
貸
し
秋
に
取
り
立
て
て
い

た
。
一
方
、
江
芦
参
勤
中
に
は
、
寛
文
十
一
年
（
一

六
七
一
）
か
ら
の
貸
金
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

貸
し
付
け
の
対
象
は
、
尾
張
家
世
子
の
屋
敷
の
あ

っ
た
麹
町
筋
を
申
心
と
し
た
下
町
の
町
人
地
の
商

人
た
ち
で
あ
り
、
家
質
を
取
り
、
貸
金
は
年
利
一

二
％
で
順
調
に
回
転
し
て
い
る
。
家
質
の
史
料
と

し
て
も
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、

こ
れ
が
明
暦
大
火
後
の
江
戸
復
興
に
役
立
っ
た
と

み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
大
名
・
旗
本
の
屋
敷
が
集

中
す
る
地
区
に
、
日
常
の
生
活
用
品
を
供
給
す
る

商
人
の
存
在
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
利
勝
は
元
金
を
具
足
櫃
に
貯
え
て
い
た
。
具
足

櫃
の
金
は
い
う
ま
で
も
な
く
戦
国
武
士
に
と
っ
て

命
よ
り
も
大
事
な
金
で
あ
る
。
そ
の
金
が
町
人
に

対
し
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
規
模
か
ら
み
て
営
業
活

動
に
投
資
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
も
と

も
と
、
当
暗
も
っ
と
も
資
金
を
蓄
積
し
て
い
た
の

は
武
家
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
町
人
の
大
名

貸
な
ら
ぬ
、
武
象
の
町
人
騒
が
初
期
の
江
戸
の
街

づ
く
り
に
は
た
し
た
意
義
は
想
像
以
上
に
大
き
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
武
士
の
経
済
活
動
を

も
っ
と
見
な
お
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
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